

















































































































































































































































































































































































































































































1 ．一人ひとりに 2 色のテープが入った封筒を渡す。
　 2 色のテープの組み合わせ
















































































































におけるCase 2 ～ Case 4 についてである。これらの授業モデルに
共通する点は，発展的及び応用的な学習を目的としている点であ






ている。Case 2 及びCase 3 の「めあて」に用いられている「説明
しよう」という文言は，論理的な表現を用いた活動を示しているも
のであり，解決方法の着想，根拠，判断を場にいる全員が理解でき
るような説明を目的としている。このような授業構成の場合，「め
あて」提示に至る場面では，直観的な思考をさせる必要がある。そ
れは，論理的な表現を用いた全体討議ができるまでの過程において
「対話的な学び」による相互作用が必要であり，そのためには自分
の意見を意識させることが必要となるからである。
　直観的な思考は，可能な限り自由に発想していくことの方が有効
であると野矢茂樹（2006）は述べており，その点から考えると「め
あて」提示までに課題の解釈を児童主体で実施することは，「対話
的な学び」を生むために有効であると言える。また，「主体的は学び」
という点で考えても，一人ひとりの児童の「課題」との出合いを直
観的な思考によって担保することにより，知的好奇心が喚起される
とともに自ら「見通し」を持つことができると考えられる。
　以上を踏まえると，「めあて」提示が必要というよりも，そこに
至るプロセスが重要であることが分かる。ただし，授業構成におい
てそれらのプロセスを具体化したり実際の授業において活動として
実施したりする場合，「めあて」提示を一つの通過点とすることは，
児童が 1 時間の「見通し」を持ち，自ら目的の達成をイメージで
きるという点において「主体的な学び」を生み出す有効な方法と言
えるだろう。
おわりに
　今回の研究では， 1 時間の授業の中の「めあて」提示に焦点化
して考察を進めてきた。また，実践事例を用いた検証研究ではなく，
授業モデルの提示という形で「めあて」提示の有効性について提案
をした。それは，実践における授業展開をもとした検証を実施した
場合，それは行われた授業ごとの個別の検証であり一般化すること
が難しいと考えたからである。
　本研究の今後を考えたとき，「主体的な学び」に繋がる導入部分
での課題の質や「対話的な学び」を有効にするタブレットパソコン
等のICT機器の活用といった学習方法の検討に繋げたいと考えて
いる。
　それらの研究が，次期学習指導要領の小学校における完全実施ま
で後 1 年を残すところまで来ている今，学校現場の先生方のより
よい授業を目指す一助になれば幸いである。
註
1 ）「ゆとりと充実」
昭和52年 7 月改訂の学習指導要領
「このときの改訂は「ゆとりと充実」というキャッチフレーズで有
名になったが，それはゆとりのあるしかも充実した学校生活を実現
するため，各教科の指導内容を大幅に精選し，思い切った授業時数
の削減を行ったことが大きな特色であった。授業時数については，
小学校では従前と比べて第四学年で七〇単位時間，第五・第六学年
で一四〇単位時間を削減することとし，中学校では第一・第二学年
で一四〇単位時間，第三学年で一〇五単位時間を削減している。こ
の授業時数の削減の趣旨は，在校時間は従前どおりが適当であると
の前提の下に，学校の教育活動にゆとりを持てるようにするととも
に，地域や学校の実態に応じて創意を生かした教育活動が活発に展
開できるようにすることをねらいとしたものであった。」
 文部科学省「学制百二十年史」より抜粋
2 ）「新学力観」
昭和62年　教育課程審議会　答申　
「昭和六十年九月，教育課程審議会に「幼稚園，小学校，中学校及
び高等学校の教育課程の基準の改善について」諮問を行った。この
ときの諮問では，戦後初めて幼稚園から小学校，中学校及び高等学
校に至るまでの教育課程の在り方を一括して諮問している。既に
五十八年，第一三期中央教育審議会の「教育内容等小委員会審議経
過報告」が公にされ，そこで幼稚園教育を含めた初等教育の在り方
や，中学校・高等学校を一体的にとらえた中等教育の在り方などに
ついて問題点やその方策等が指摘されていた。教育課程審議会はそ
れをも踏まえ，六十二年十二月に以下のような答申を出した。すな
わちこの答申は，これからの社会の変化とそれに伴う幼児児童生徒
の生活や意識の変容に配慮しつつ， 1 ）豊かな心を持ち，たくま
しく生きる人間の育成を図ること， 2 ）自ら学ぶ意欲と社会の変
化に主体的に対応できる能力の育成を重視すること， 3 ）国民と
して必要とされる基礎的・基本的な内容を重視し，個性を生かす教
育の充実を図ること， 4 ）国際理解を深め，我が国の文化と伝統
を尊重する態度の育成を重視すること，などをねらいとして教育課
程の基準の改善を行う必要があると提言した。」
 文部科学省「学制百二十年史」より抜粋
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3 ）「生きる力」
平成 8 年　中央教育審議会
「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について」
「我々はこれからの子供たちに必要となるのは，いかに社会が変化
しようと，自分で課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判
断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力であり，また，
自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思いやる心や感動す
る心など，豊かな人間性であると考えた。たくましく生きるための
健康や体力が不可欠であることは言うまでもない。我々は，こうし
た資質や能力を，変化の激しいこれからの社会を［生きる力］と称
することとし，これらをバランスよくはぐくんでいくことが重要で
あると考えた。」　抜粋
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